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　平成 29 年第２回（６月）定例会が６月14日開催され、報告２件、人事案件８件、
専決処分事項の承認２件、条例１件、工事請負変更契約締結１件、29年度各会計補
正予算２件などが提案され、慎重に審議された結果、原案どおり可決されました。
 
　一般質問には、１名の議員が登壇し、執行部への考えを質しました。

第16号

第２回６月定例会

○
元
人
権
擁
護
委
員
、
坂さ
か
ぐ
ち口
守も
り
お雄
氏
（
岩

野
覚
井
）
へ
の
法
務
大
臣
感
謝
状
の
伝

達

　
　

坂
口
氏
は
、本
村
が
推
薦
し
、法
務
大
臣

が
委
嘱
し
た
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、平

成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31

日
ま
で
活
動
さ
れ
た
。こ
の
３
期
９
年
の
長

き
に
わ
た
る
活
動
に
対
し
、去
る
４
月
19

日
、水
上
村
役
場
応
接
室
に
お
い
て
熊
本

地
方
法
務
局
人
吉
支
局
の
山
本
支
局
長
よ

り
金
田
勝
年
法
務
大
臣
か
ら
の
感
謝
状
が

伝
達
さ
れ
た
。

○
「
水
上
ス
カ
イ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　
　

５
月
14
日
、
現
地
に
お
い
て
馬ば

ば場
成せ
い
し志

参
議
院
議
員
、
田た
じ
ま嶋
徹と
お
る

熊
本
県
副
知
事
、

熊
本
県
議
会
よ
り
松ま
つ
だ田
三さ
ぶ
ろ
う郎
議
員
、
緒お
が
た方

勇ゆ
う
じ二
議
員
、
球
磨
郡
の
町
村
長
他
、
村
外

の
来
賓
各
位
、
水
上
村
議
会
議
員
の
ご
臨

席
の
下
、
盛
会
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典
を

挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
は
、
こ

の
「
水
上
ス
カ
イ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
が
本
村

の
地
方
創
生
の
一
翼
を
担
い
、
経
済
の
活

性
化
向
上
に
寄
与
で
き
る
よ
う
事
業
展
開

に
努
め
た
い
。

○
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
開
局
式

　
　

６
月
５
日
、
水
上
村
役
場
大
会
議
室
に

お
い
て
、
水
上
村
議
会
議
員
、
区
長
会
、

地
権
者
の
皆
様
の
ご
臨
席
を
賜
り
開
局
式

を
挙
行
し
た
。
高
機
能
か
つ
利
便
性
の
高

い
最
新
鋭
の
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
た
こ
と

か
ら
、
平
時
の
効
果
的
な
行
政
情
報
の
伝

達
や
要
支
援
者
へ
の
配
慮
、
ま
た
は
緊

急
・
災
害
時
の
防
災
応
急
活
動
等
の
強
化

に
よ
り
、
村
民
の
安
心
・
安
全
な
生
活
の

更
な
る
維
持
向
上
か
ら
防
災
力
の
向
上
に

努
め
、
災
害
に
強
い
村
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
。

○
区
長
会
の
役
員
決
定

　
　

平
成
29
年
度
は
、
２
年
を
任
期
と
す
る

区
長
改
選
の
年
で
区
長
会
の
正
副
会
長

村
長
諸
般
の
報
告

に
つ
い
て
は
、
会
長
に
平
谷
区
長
の
椎し
い
ば葉
正ま
さ
み美
氏
、

副
会
長
に
岩
野
覚
井
区
長
の
坂
口
守
雄
氏
と
高
澄

区
長
の
右み

ぎ
た田
武た
け
し

氏
に
決
定
し
た
。

○
平
成
29
年
度
人
吉
球
磨
管
内
主
要
事
業
説
明
会

　
　

６
月
２
日
、
球
磨
地
域
振
興
局
に
お
い
て
熊
本

県
の
主
催
に
よ
り
、
説
明
会
が
行
わ
れ
た
。

平
成
29
年
度
熊
本
県
県
南
広
域
本
部
球
磨
地
域

振
興
局
の
水
上
村
事
業
概
要

・
農
林
部
関
係　

５
億
６
，８
３
０
万
円（
森
林

環
境
保
全
整
備
事
業
ほ
か
）

・
土
木
部
関
係　

２
億
９
，
３
０
０
万
円
（
交

付
金
工
事　

国
道
３
８
８
号
（
湯
山
峠
工

区
）
ほ
か
）

・
市
房
ダ
ム
関
係　

１
億
６
，
２
０
０
万
円

　
（
市
房
ダ
ム
堰え

ん
て
い堤
改
良
事
業
ほ
か
）

○
西
野
教
育
長
の
岩
野
公
民
館
敷
地
内
に
お
け
る
自

家
用
車
に
よ
る
児
童
接
触
事
故
の
件

　
　

６
月
６
日
、
議
会
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
事

故
概
要
の
説
明
を
行
っ
た
が
教
育
長
諸
般
の
報
告

の
中
で
、
改
め
て
報
告
す
る
。

○
九
州
北
部
地
方
の
梅
雨
入
り

　
　

６
月
２
日
、
九
州
北
部
地
方
が
平
年
よ
り
１
日
、

昨
年
よ
り
２
日
遅
く
梅
雨
入
り
し
た
こ
と
の
発
表

が
行
わ
れ
、
６
月
か
ら
８
月
ま
で
の
３
ヶ
月
予
報

に
よ
る
と
、
７
月
中
旬
以
降
は
大
雨
と
気
温
の
高

温
化
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
本
年
の
水
上
村
防
災

会
議
の
内
容
を
踏
ま
え
、
今
後
の
気
象
情
報
に
細

心
の
注
意
を
は
ら
い
関
係
機
関
と
の
情
報
の
共
有

化
も
図
り
、
万
全
の
体
制
を
期
し
た
い
。

○
岩
野
公
民
館
敷
地
内
に
お
け
る
自
家
用
車
に
よ
る

児
童
接
触
事
故
の
件

　
　

５
月
１
日
、
午
後
５
時
30
分
頃
、
岩
野
公
民
館

敷
地
内
に
お
い
て
私
自
身
の
不
注
意
が
原
因
で
小

学
２
年
生
の
男
子
児
童
が
負
傷
す
る
事
故
が
発
生

し
た
。
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
「
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
」

は
午
後
５
時
に
終
了
し
、
保
護
者
の
迎
え
を
待
つ

子
ど
も
達
が
複
数
人
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。
私
も

帰
宅
し
よ
う
と
公
民
館
奧
に
駐
め
て
い
た
自
家
用

車
の
と
こ
ろ
へ
行
く
と
、
当
該
児
童
が
い
た
の
で

会
話
を
交
わ
し
た
後
乗
車
し
方
向
転
換
の
た
め
、

バ
ッ
ク
を
始
め
て
す
ぐ
に
異
状
を
感
じ
停
車
し
た
。

後
方
を
見
に
行
く
と
児
童
が
車
体
の
横
に
座
り
込

ん
で
お
り
、
車
体
で
負
傷
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と
判

断
し
た
の
で
救
急
車
を
呼
ん
で
も
ら
う
と
同
時
に

保
護
者
へ
連
絡
、
併
せ
て
警
察
に
も
通
報
し
た
。

警
察
の
現
場
検
証
を
終
え
て
す
ぐ
に
搬
送
先
の
病

院
に
行
き
、
ご
両
親
は
じ
め
親
族
の
方
々
に
謝
罪

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
検
査
の
結
果
は
、
鎖
骨

骨
折
が
あ
り
経
過
観
察
の
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
精
密
検
査
も
受
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
た
。
現
在
の
本
人
の
状
況
は
、
順
調
に
回
復
し

学
校
に
は
普
段
ど
お
り
登
校
し
て
い
る
。
私
自
身

に
つ
い
て
は
、
５
月
13
日
付
け
で
村
長
か
ら
文
書

に
よ
る
注
意
処
分
を
受
け
た
。
処
分
で
の
指
摘
の

と
お
り
、
今
回
の
事
故
は
ひ
と
え
に
私
の
注
意
不

足
が
原
因
で
あ
り
、
車
を
動
か
す
前
に
周
囲
の
再

確
認
を
す
れ
ば
よ
か
っ
た
と
悔
や
ま
れ
る
。
今
後

は
、
様
々
な
善
後
策
を
講
じ
職
場
で
の
安
全
運
転

の
注
意
喚
起
を
行
う
。
児
童
と
ご
家
族
に
は
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、
関
係
者
の
皆
様
に
対
し
大
変
な

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
詫
び
し
、

二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、

こ
こ
に
お
誓
い
申
し
上
げ
る
。

○
郡
民
体
育
祭
、
県
民
体
育
祭
並
び
に
中
体
連
夏
季

大
会

　
　

平
成
29
年
度
郡
民
体
育
祭
は
、
本
日
ま
で
に
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
陸
上
競
技
の

３
種
目
が
終
了
し
て
お
り
中
で
も
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

女
子
チ
ー
ム
は
見
事
優
勝
し
て
い
る
。
今
週
末
に

は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
軟
式
野
球
が
予
定
さ
れ
て

い
る
が
水
上
村

会
場
の
空
手
道
、

銃
剣
道
を
は
じ

め
７
月
16
日
の

水
泳
ま
で
各
競

技
の
熱
戦
が
続

く
の
で
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願

教
育
長
諸
般
の
報
告
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い
し
た
い
。

　
　

県
民
体
育
祭
人
吉
球
磨
大
会
は
、
９
月
16
日
か

ら
17
日
に
開
催
さ
れ
、
水
上
村
は
17
日
の
銃
剣
道

の
会
場
に
な
っ
て
い
る
の
で
応
援
方
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
た
い
。

　
　

中
体
連
夏
季
大
会
は
、
陸
上
競
技
が
６
月
17
日
、

空
手
道
が
24
日
、
柔
道
が
25
日
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
24
日
か
ら
25
日
、
水
泳

が
７
月
７
日
に
開
催
さ
れ
る
の
で
皆
様
の
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

○
水
上
村
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

　
　

幸
野
一
樹
氏
（
税
務
住
民
課
長
）
を
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

○
水
上
村
農
業
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

　
　

内う
ち
だ田
真し
ん
じ治
氏
（
高
瀬
）、
高た
か
は
し橋
春は
る
き喜
氏
（
岩
野
覚

井
）、
那な

す須
利と
し
ひ
ろ広
氏
（
宮
田
）、
愛あ
い
こ
う甲
純じ
ゅ
ん
い
ち一
氏
（
里

坊
）、小お
が
わ川
聡さ
と
し

氏
（
川
内
）、松ま
つ
だ田
一か
ず
ひ
ろ洋
氏
（
北
目
）、

尾お
ま
え前
重し
げ
の
り德
氏
（
本
野
）
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

○
水
上
村
農
業
委
員
会
の
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

村
か
ら
の
報
酬
に
加
え
、
国
の
農
地
利
用
最
適

化
交
付
金
が
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
等
に
よ
り
、

能
率
給
と
し
て
上
乗
せ
さ
れ
る
た
め
、
農
業
委
員

会
委
員
等
の
報
酬
規
定
を
改
正
す
る
た
め
の
条
例

制
定
で
す
。

○
平
成
29
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
，
６
７
０
万
円
を

追
加
し
、
総
額
を
２
６
億
１
，
５
７
０
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
森
林
環
境

保
全
整
備
事
業
費
１
，
３
２
２
万
円
、
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
事
業
費
５
１
０
万
円
な
ど
を
追
加
計
上

し
ま
し
た
。

○
平
成
29
年
度
水
上
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
事
業
勘
定
）
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
万
３
，
０
０
０

円
を
追
加
し
、
総
額
を
４
億
１
，
２
０
１
万
３
，

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
28
年
度
水
上
村
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書
の
報
告

○
平
成
28
年
度
水
上
村
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

○
専
決
処
分
事
項
の
承
認

・
水
上
村
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
水
上
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

○
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
（
村
道
白
蔵
線
災
害

防
止
工
事
）

　
　

変
更
請
負
金
額　

２
億
２
，
９
９
５
万
３
，

５
４
８
円

○
議
員
派
遣
の
件

○
継
続
審
査
申
出
書

人
事
案
件

条　
　

例

予　
　

算

報　
　

告

そ
の
他

は
、登
録
者
合
計
で
２
８
，６
０
０
ポ

イ
ン
ト
と
な
り
、４
０
０
円
の
元
湯
温

泉
入
浴
券
24
枚
、５
０
０
円
の
商
工

会
商
品
券
30
枚
の
交
付
と
な
っ
て
い

る
。「

地
域
支
え
合
い
事
業
」
の
事

業
主
体
と
実
施
体
制
は
。

橋
本
保
健
福
祉
課
長　

ヘ
ル

パ
ー
職
員
・
社
会
福
祉
協
議

会
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
お
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
実
施
機
関
と
同
行
し

て
の
補
助
的
な
活
動
を
行
い
、
そ
の

内
容
を
確
認
し
て
い
る
。

サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
高
齢
者

に
対
す
る
直
接
的
な
生
活
支

援
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
単
独
で
活
動

で
き
な
い
か
。

橋
本
保
健
福
祉
課
長　

地
域

支
え
合
い
活
動
事
業
も
早
急
に

制
度
を
拡
充
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
う
。地
域
の
互
助
力
を
い
か
し

た
地
域
住
民
主
体
の
新
た
な
支
え
合

い
制
度
と
し
て
新
設
、ま
た「
老
人
保

健
福
祉
事
業
の
第
七
期
計
画
」の
調

査
結
果
を
踏
ま
え
、村
と
社
会
福
祉

協
議
会
・
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
中

心
と
な
り
財
政
面
を
含
め
運
営
の
在

り
方
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
設
立
を

含
め
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

単独ボランティアによる、
日常生活支援の考えは
地域住民主体の新たな
支え合い制度として検討

山崎　隆浩　議員

Ｑ
Ａ

「
水
上
村
地
域
支
え
合
い
事
業
」

の
内
容
と
現
状
は
。

橋
本
保
健
福
祉
課
長　

地
域

支
え
合
い
事
業
は
、地
域
の

方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
な
が
ら

自
分
の
生
き
が
い
づ
く
り
を
促
進
さ

せ
、高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
づ
く
り

の
構
築
を
目
指
す
事
業
。ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
は
還
元
シ
ス
テ
ム
を
取
り

入
れ
、１
時
間
あ
た
り
１
０
０
ポ
イ
ン

ト
、金
額
換
算
１
０
０
円
で
最
大
５
，

０
０
０
ポ
イ
ン
ト
の
交
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
、ポ
イ
ン
ト
数
に
応
じ
て

元
湯
温
泉
入
浴
券
、商
工
会
商
品
券

の
い
ず
れ
か
を
選
択
で
き
る
。18
歳

以
上
で
あ
れ
ば
誰
で
も
活
動
で
き
、

現
在
21
名
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。主

な
活
動
は
、介
護
予
防
教
室
補
助
、お

茶
出
し
、話
し
相
手
、介
護
施
設
で
の

行
事
の
補
助
な
ど
が
あ
る
。28
年
度

問

問問

答

答答
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７
月
４
日
開
催

第
３
回
臨
時
会

○
平
成
29
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
，

４
０
０
万
円
を
追
加
し
、総
額
を

２
６
億
２
，９
７
０
万
円
と
す
る

も
の
で
す
。歳
出
の
主
な
も
の
は
、

６
月
23
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
の

梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た

村
道
古
屋
敷
柳
平
線
法
面
の
災
害

復
旧
工
事
に
伴
う
地
質
調
査
、測

量
設
計
委
託
料
７
５
０
万
円
な
ど

を
追
加
計
上
し
ま
し
た
。

○
継
続
審
査
申
出
書

予　
　

算

そ　

の　

他

編
集
後
記

【広報特別委員会からのお知らせ】

　住民の方々から議員の活動が見えないという提言をいただきました。それ
を踏まえ、今回から「議会だより」の中で少しずつではありますが、議員の
活動及び役割について報告させていただき理解を深めていただけるよう努力
してまいります。

♢委員会構成
区　分 総務文教常任委員会 産業厚生常任委員会 議会運営委員会所　管 総務課・税務住民課・教育委員会 保健福祉課・産業振興課・建設課
委 員 長 米　本　宗　徳 米　良　　　哲 大　石　長一郎
副委員長 那　須　正　弘 荒　嶽　　　晋 小　野　賴　年

委　員
山　崎　隆　浩 杉　野　久　志 米　良　　　哲
小　野　賴　年 那　須　良　策 米　本　宗　徳
大　石　長一郎

　

今
年
の
梅
雨
前
半
は
雨
が
少
な
く

水
不
足
が
心
配
さ
れ
た
が
、
中
盤
か

ら
は
多
く
な
り
ダ
ム
湖
の
水
も
増
え
、

紫
陽
花
も
き
れ
い
に
咲
い
た
。

　

こ
こ
数
年
大
き
な
災
害
が
な
か
っ

た
せ
い
か
、
６
月
中
旬
に
「
も
み
じ

公
園
」
で
ホ
タ
ル
の
乱
舞
が
見
ら
れ

た
。
そ
の
多
さ
に
子
ど
も
達
は
夕
食

後
、「
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
ホ
タ
ル
を
見
に

行
こ
」
と
毎
日
の
よ
う
に
言
っ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
先
、
集
中
豪
雨
や
台
風
な
ど

で
の
災
害
が
な
い
こ
と
と
、
来
年
も

た
く
さ
ん
の
ホ
タ
ル
が
見
ら
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

米
本　

宗
徳

広
報
特

広
報
特
別
委
員
会　

委委
員
長　
　
　

荒
嶽　
　

晋

副
委
副
委
員
長　
　
　

米
本　

宗
徳

委　委　
　

員　
　
　

米
良　
　

哲

山
崎　

隆
浩

○常任委員会
　提出された議案などは、最終的に本会議
で意思決定されますが、本会議で審議する
議案は範囲も広く複雑なため、専門的に能
率よく調査、審査をするために委員会を設
けています。２つの常任委員会を設置して
おり、それぞれ担当する所管行政事務の調
査、予算、条例などの議案、請願、陳情な
どを審査します。

○議会運営委員会
　多数の議員で構成される議会を円滑にし
かも効率的に運営するために、常任委員会
とは別に置かれる委員会で議会運営の責任
者である議長の諮問的な性格を帯びた機関
です。

□第三セクター特別委員会
　第三セクター「株式会社みずかみ」に係
る決算状況及び今後の運営改善等について
調査、検討を行います。（管理施設：物産館・
あめんぼー館・元湯温泉・山の幸館・市房
山キャンプ場）

□広報特別委員会
　議会の審議、活動状況を住民に周知する
ための調査。定例会ごとに「広報みずかみ」
に「議会だより」として掲載しています。

□議員定数等に関する調査特別委員会
　円滑な議会運営を図るため、県内外の類
似・同規模自治体の議員定数等を考慮しつ
つ、定数・報酬等について調査、検討を行
います。

♢議会選出監査委員・一部事務組合議会議員
議会選出監査委員 荒　嶽　　　晋

・例月出納検査（月１回）
　現金・通帳・定期預金・証券等の確認。収入、支出に関わる証票・伝票の確認。
・定期監査（年１回、４日間）
　各課の予算に対する事業の進捗状況確認。改善点の指摘など。
・決算審査（年１回、４日間）
　決算その他関係諸表等の計数の正確性を検証するとともに、予算の執行又は事業の
経営が適正かつ効率的に行われているかの審査。

公立多良木病院企業団議会 米　本　宗　徳 杉　野　久　志

※構成町村　　　　水上村・湯前町・多良木町・あさぎり町
※開設者協議会　　上球磨４町村長
※構成議員　　　　上球磨４町村議会議員14名
　　　　　　　　　定例会は年３回　

人吉球磨広域行政組合議会 米　良　　　哲 山　崎　隆　浩

※事務所所在地　汚泥再生処理センター「アクアパーク」内
※組合組織　・組合代表理事（人吉市長）　・理事（９町村長）
　　　　　　・10市町村30名の議会議員で構成
　　　　　　　定例会は年３回
※組合が管理している施設
　・人吉球磨クリーンプラザ　・汚泥再生処理センター（アクアパーク）　
　・特別養護老人ホーム福寿荘　・葬斎場（人吉・免田・水上）　・深田最終処分場　
　・免田リサイクルステーション　・検診車

上球磨消防組合議会 小　野　賴　年

※構成町村　　水上村・湯前町・多良木町・あさぎり町
※正副組合長　上球磨４町村長
※構成議員　　上球磨４町村議会議員８名
　　　　　　　定例会は年３回
○一部事務組合議会
　一部事務組合は、複数の自治体で行政サービスの一部を共同で行うことを目的として設
置する組織で、議決機関として議会が置かれ、一部事務組合の規約に基づき、関係町村議
会議員の中から選出します。


